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本語の音声の学習および教育が軽 く取 り扱われる傾向が強い。従 って、統語的には高いレベルの日
本語能力を持 っている韓国語話者でも韓国語からの干渉に起因すると思われる発音上の誤 りや日本




なければな らず、 また、両言語 に対する客観的な理解が必要である。 日本語の音声に関する研究は





















我 々が最 も有力 なコ ミュニケーシ ョン手段 と して用 いてい る音声言語 には言語 的情報 と非言語的
情報が含 まれて いるが、言語的情報 には二っの特徴 が同時 に含 まれてい る。一 つ は、母音 や子音 の
よ うな個 々の語音 の特徴で あり、 もう一っ はアクセ ント、 フォーカ ス、 イ ン トネーシ ョン、ポーズ、
リズムなどのよ うなプロソディーで ある。
本章で は、 プロ ソデ ィーを構成す る音声の物理 的要 素(高 さ、 強 さ、長 さ)と 音 の物理 的要素 か
ら構成 されるプロ ソデ ィーの各 々(ア クセ ント、 フォーカス、 イ ン トネー シ ョン、 ポーズ、 リズム)
につ いて概観 した。
第3章
本章では、 日・韓両言語のプロソディーに関する先行研究について、主に統語構造 ・情報構造 と
プロソディーの対応関係に関するものを中心に概観 し、先行研究の問題点にっいて述べた。
第4章
本章では、日 ・韓両言語の統語構造 とプロソディーの関係にっいて、Wh疑 問文 とYes-no疑問
文、統語的あいまい文(左 枝分かれ文と右枝分かれ文)を 素材にして、音響音声的分析と自然音声 ・











ルして作成 した合成音声による知覚実験を行 った。 この結果、Wh疑 問文 とYes-no疑問文は述語
におけるFoの変動幅によって区別 されることが確認された。
一方、韓国語の場合は、 日本語 と同 じように、Wh疑 問文では文全体が一っの韻律句か ら構成 さ
れるが、Yes-no疑問文では文全体が二っの韻律句から構成 される。ただし、 日本語では両疑問文
の区別は述語のアクセントの抑制 ・非抑制によって実現されるのに対 して、韓国語では疑問詞 と後











におけるFoの上昇幅とポーズを規則的にコントロール して作成 した合成音声を使 って知覚実験を
行 った。その結果、 日本語の右枝分かれ文 と左枝分かれ文は統語境界におけるFoの上昇の有無 と
その度合いによって区別されることが確かめられた。っまり、統語境界の明示化に大きく関与する
韻律的特徴はFoであり、 ポーズは統語境界の明示化 にFoほど大きくは関与 しない。






ロールして作成 した合成音声を使 って知覚実験を行 った。その結果、韓国語の右枝分かれ文と左枝
分かれ文 は統語境界におけるFoの上昇の有無とその度合いによって区別されることが確かめられ
た。つまり、統語境界を明示する最 も重要な韻律的特徴 はFoであり、ポーズは統語境界の明示化
には大 きく関与 していないということになる。従 って、統語境界の明示化におけるFoの働きの重












一方、韓国語の場合は、 日本語 と同じように、 フォーカスの実現においては音の強さ、長さより
も声の高さが最も重要な働 きをしていることが音響的分析 と合成音声による知覚実験によって確か






本章では、第4章 と第5章において行 った日・韓両言語における統語構造 ・情報構造とプロソディー
の対応関係にっいての実験結果に基づいて、韓国語話者による日本語のWh疑 問文 とYes-no疑問
文、統語的あいまい文、 フォーカスの発話および聴取に見 られる問題点について分析を行 った。分
析に際しては、韓国語話者によって発話 された日本語にっいて、 日本語話者による日本語 としての
自然性の評価や意味判定などを行い、韓国語話者の日本語学習歴の長短 と関連づけて考察を行った。
その結果、次のことを明らかにすることができた。
①Wh疑 問文 とYes-no疑問文 に見 られ る問題
日本語 のWh疑 問文 とYes-no疑問文 の発音 と聴取 に見 られ る問題点 をま とめる と次 の よ うで あ
る。
第一 に、韓 国語話者 の発音で は二種類 の傾 向が見 られた。一っ は、Wh疑 問文 とYes-no疑問文
を両方 ともWh疑 問文 のイ ン トネー ションで発音す る場合 で、 もう一つ はYes-no疑問文 の イ ン ト
ネー ションで発音す る場合であ る。前 者 はアクセ ントが弁別機能 を持 ってい る有 ア クセ ン ト方言 の
学習者 に、後者 は無 アクセ ント方 言の学習者 に見 られた。 この ような傾 向は、 日本語 の疑 問文 のイ
ントネー ションを習得す る時 に、 どの イ ン トネー シ ョンで習得 したかによ って規定 され るよ うであ
るが、学習者 の母語か らの干渉 によるものなのか どうか について は今 後詳 しく調 べ る必要 があ る。
それ は、有 ア クセ ン ト方言の学習者の場合 は後者の ような傾向が見 られ ることがあ るが、無 ア クセ
ント方言 の学習者 には前者 のよ うな傾向 は見 られ ないか らであ る6
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第二に、無アクセ ント方言の学習者の発音では日本語話者の発音に見 られるようなアクセ ントの
弱化現象(downstep)が観察されない。例えば、Wh疑 問文の場合 は、述語 のアクセ ントが完全
に抑制されており、助詞を無音区間に置 き換えて日本語話者に聞かせると、日本語話者は無音区間
に無音化する前の助詞と同 じ助詞を記入する傾向が見 られた。 ところが、Yes-no疑問文の場合 は、
Wh疑問文の場合と同 じように、述語のアクセントが抑制されており、助詞を無音区間に置 き換え
られた音声の部分に日本語話者 はWh疑 問文の助詞を記入することが予想 されたが、実際 は大多
数の日本語話者がYes-no疑問文の助詞を記入 した。それは、述語のアクセントが完全 に抑制され


































、者による意味判定率が高い音声の場合は、 日本語としての自然性 も高 くなるということが予想され
たが、必ず しもそうではないということが確かめられた。また、 日本語話者による意味判定率と韓
国語話者の日本語学習歴の間に相関関係は認められなか った。なお、日本語の統語的あいまい文に
対する韓国語話者の聴取判断率においても、4年 生に比べて3年 生の方が高 くなる傾向が見 られた。
従 って、文の統語構造 とプロソディーの対応関係は一般的な日本語能力の向上 とともに自然に習得
されるような性質のものではないということがわかる。
なお、以上の聴取実験 と知覚実験の結果はSPSSによる分散分析 によって裏付 けられた。
③ フォーカスに見られる問題
大学の2年生か ら4年生までの韓国語話者の聴取 と発話に見 られる日本語のフォーカスの問題点
について、 日本語話者による意味判定 と自然性評価の結果を参考にしっっ、日本語話者の聴取およ









第一に、第2句 と第3句 にフォーカスがある場合 は韓国語話者の発音でもフォーカスの実現が日
本語話者のそれに近い形でなされることが多いが、第1句 にフォーカスがある場合は第2区 の初頭
においてFoの上昇が生 じてしまい、第2句 にフォーカスがある場合と同 じようなFo曲 線を描 く
ケースが多く観察された。
第二に、フォーカスを置くために強 さを用いる場合が見 られ、 しかもそれが 日本語話者の意味判
定に影響を及ぼすことが確認 された。









本論文では、日 ・韓両言語における文の統語構造 ・情報構造と韻律的特徴の間に見 られる対応関























第五に、韓国語話者の発話 と聴取に見 られる中間言語 としての日本語の実態をより客観的に明 ら
かにしなければな らない。その中間言語の形態に体系性はあるか、体系があるならそのメカニズム
は何か、韓国語の影響が強く残っている段階の日本語(韓 国語の音声体系)か ら中間言語の段階を










論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、韓国人に対する日本語の音声教育の改善の基礎資料を提供す ることを目的に書かれた
ものである。
筆者は、第1章、序章で、 日韓両言語 は、文法的に類似 していることから、統語的には高いレベ
ルの日本語能力をもつ韓国人 日本語学習者であっても、韓国語からの干渉に起因す ると思われる発





韓国語を対象 とした韻律の研究 は、現状では皆無に近い状況であり、 日本語の音声の研究に比較
すると、非常に立ち後れているために、日本語 と同じレベルで対照研究を進められる状況にはない。










また、教育面の文献か らは、韻律の研究の遅れか ら、シラバスさえ十分に整備 されていない点を指
摘 している。
第4章 では、 日韓両言語の統語構造 と韻律の関係にっいて、Wh疑 問文 とYes-no疑問文、統語
的曖昧文(左 枝分かれ文と右枝分かれ文)を 素材にして、音響音声学的分析と、それに基づいて合
成 した合成音声及び自然音声の聴取実験 と知覚実験を行い、それ らの区別に関与する音韻的特徴の
役割を明らかにした。
1.Wh疑問文 とYes-no疑問文の区別については、
① 音響音声学的分析によると、 日本語のWh疑 問文では、疑問詞か ら述語までの区間で ピッ
チが積極的に抑制され、発話全体が1っ の韻律句から構成 されるのに対 して、Yes-no疑問文
は、述語の本来のアクセントが抑制されることなく活かされることによって発話全体が2っ の
韻律句か ら構成 されることが明らかになった。 この結果に基づいて発話中の助詞の部分を無音
区間に置き換えた合成音声の知覚実験 と、疑問詞と述語のFo(基本周波数)を 規則的に制御
して作成 した合成音声の知覚実験から、 日本語のWh疑 問文 とYes-nQ疑問文は述語でのFQ
の変動幅によって区別されることが確認 された。














らかにするために、韓国語話者が発音 した日本語のWh疑 問文 とYes-no疑問文、統語的曖昧文、
フォーカスについて、音響分析を行う一方、日本語話者による意味判定 ・自然性評価などを行った。




第7章 は、上述の結果のまとめを提示 したのち、「韻律的特徴は一般的な日本語能力が高 くなる
にっれて、あるいは学習歴が長 くなるにっれて自然に習得されるような性質のものではな く、日本
語学習の初期段階か ら体系的な学習および指導が不可欠である」と結論する。
本論文の要旨は、以上のとおりであるが、本論文の最大のメリットは、第4章 ・第5章 の韓国語
の統語構造や情報構造と韻律的特徴の対応関係に対する研究成果と、第6章 の評価研究にある。前
者に関 しては、ほぼすべての研究結果がこの筆者のオリジナルな研究であり、韓国語の音響音声学
の出発点として役割を担 うものである。後者に関 しては、一部小規模な評価研究は行われてはいる
ものの、本論文にみられるような合成音声と自然音声を用いた包括的研究はこれまでなされていな
い。本論文はこの点で外国語教育における音声教育に関する評価研究のモデルとしての役割を果た
すものと期待できる。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与される十分な資格を有するものと認められ
る。
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